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一本校の特色を生かした年間指導計画の立案一  

家庭科 小清水 貴子・長 春織  

1年次必修科目「家庭基礎」について，学習に対する生徒の期待を明らかにし，本校の特色を生かした年間  

指導計画を立案するため，アンケート調査の分析と検討を行った。その結果，一生徒の約7割が現在の生活に役  

立つ，約9割が将来の生活に役立つ科目として家庭科をとらえていることがわかった。学習項目としては「調  

理実習」と「消費生活」に対して学習期待が高く，ライフスタイルを自分で選択することをテーマにした年間  

指導計画を立案した。  

キーワード：高等学校 総合学科 家庭科 家庭基礎  

1．研究の目的   

平成11年3月の学習指導要領の改訂に伴い，必修家庭  

科は，「家庭基礎（2単位）」「家庭総合（4単位）」「生活技  

術（4単位）」の3科目から1科目を選択して履修する  

ことになった。これまでの「家庭一般」「生活技術」「生活  

一般」ではすべて4単位であったが，今回の改訂では家  

庭科の単位数を減らすことも可能になる。改訂の趣旨と  

して，学習指導要衝解説に「…すべての生徒が共通に学  

習する必履修教科。科目の最低単位数を縮減し，学校や  

生徒の選択の幅を広げ，選択科目や各学校が独自に設け  

る学校設定教科・科目の履修を通して，生徒の興味・関  

心，進路希望等に応じ，より深く高度に学んだり，より  

幅広く学んだりする仕組みを整え，それぞれの能力を十  

分伸ばすことのできる教育の展開を目指している。」1）  

と記されている。つまり，生徒の興味■関心や進路を軸  

として，科目は各学校の状況に応じたものを選択し，学  

習内容の幅を広げたものだと解釈できる。   

その中で新たな科目として設けられた「家庭基礎」は，  

標準単位数を2単位とし，「人の一生と家族・福祉，衣  

食住，消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技  

術を習得させ，家庭生活の充実向上を図る能力と実践的  

な態度を育てる」ことが科目の目標である。内容は，  

（1）人の一生と家族・福祉，（2）家族の生活と健康，  

（3）消費生活と環境，（4）ホームプロジェクトと学  

校家庭クラブ活動の4項目で構成されている。学習指導  

要額の改善の具体的事項として「（ウ）「家庭基礎」は，  

少子高齢化社会における課題を踏まえ，生活に必要な基  

礎的・基本的な知識と技術の習得に重点を置き，人の一  

生と家族，福祉，家族の生活と健康，消費生活と環境な  

どの内容で構成する」2｝と記述されている。つまり  

「家庭基礎」では，内容を基礎的・基本的なものにとど  

めるとともに，人の一生を軸として学習を展開し，生徒  

自身が自分の問題として学習を進めることが求められて  

いるといえよう。   

この新教育課程は平成15年度から年次進行により段階  

的に実施されているが，本校では平成14年度に「家庭一  

般（4単位）」から「家庭基礎（2単位）」に移行し，  

1年次で履修することにした。   

本校は1学年4クラスで編成されている。1年次は必  

修科目を履修し，2年次以降は一人ひとりの興味。関心  

や進路に応じて，4つの系列「生物資源・環境科学系  

列（以下，生物・環境系列と記す）」「工学システム・  

情報科学系列（以下，工学・情報系列と記す）」「生活  

・人間科学系列（以下，生活・人間系列」と記す）」  

「人文社会・コミュニケーション系列（以下「人文・社  

会系列」と記す）」にある科目を選択履修する。   

家庭科の専門教科は「生活・人間科学系列」に置かれ  

ており，この系列にある「クッキングモデル」「アパレ  

ルモデル」「福祉モデル」を履修する生徒にとって，1  

年次で学ぶ必修家庭科は専門教科の土台となる科目にな  

る。しかし他系列の科目を履修する生徒にとっては，必  

修家庭科は，生涯で最後の家庭科の授業になるといえる。   

また，本校は調理室・被服室ともに設備が整っている。  

本来，「家庭基礎」の学習項目には被服実習は取り上げ  

られていないが，本校ではミシンが一人一台使え，1ク  

ラス40人の実習が可能であること，また専門教科の基盤  

となる授業であるという認識から，「家庭基礎」で被服  

実習を取り入れている。   

「家庭基礎」実施の初年度にあたる平成14年度は，二  

期制をとっていたため，2人の教員が担当し，2クラス  

ごとに同じ時間に授業を設定した。表1に示すように、  

学習項目を「食物・高齢者・保育」「被服・家族・消費  
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者」のように大きく2つの領域に分けて，前期。後期で  

クラスを入れ替えて授業を行った。  

〔表1〕  

平成孔4年鷹 年間指導部‾画褒   

教科   家庭  科目 家庭基礎  2   

指導年次 必修1年   教科審家庭基礎（実教出版株式会社）   

担当者  土屋光・島酬子  副教材2001新食品成分FO耶（出版社一橋出版）   

学期   単元名または題目   指 導 内 容  指導上の留意点、資料強 予定時数   

衣生括をつくる  Ⅰ、基礎縫い  四つ穴ボタンをつけるこ 1  
被服製作  ①ボタン付け→捏出  とができるようにする2  

②ミシンの使い方、練習  

Ⅱ．エプロン制作  9  

前  （む裁断②縫いしろのしまつ（胸元かがりい）  

③ポケットロの三つ折り縫い  
⑥ポケット布に刺しゆう（なまえ・模様）  
三角巾になまえを刺しゆう  
⑤ポケットを継いっける  

⑥周囲のしまつ（診テープとDかんをつける  
⑧まとめ・仕上げ→提出  

家族とかかわって            1．家族って何だろう  家族構成鼻がそれぞれ協6  
生きる  2．家族と法律  力し、家庭を築くことの  

期  3．パートナーと出会う  重要性を瓢隠させる  
4．生活を支える仕事と生活時間  作文「わたしの家族」  

作文「わたしの結婚観J  
VTR視聴・感想文  

消費行動を考える  VTR視聴，感想文 4  

2．消評者の権利と斎任  
3．源源・環境を考える  

経済的に自立する  3  

2．計画的にお金を使う  

食生活をつくる  ・基本的知識を習得させ14  
2．食生括を見つめる（現状と問題点）  る。  

3，栄養所要盈と食品群別摂取盈のめやす  ・その知識を実生活に応  

4．食品の訝理性・調理の基本  用できる力を謡う。  
5．食品の衛生と安全  
調理実習1r親子どんぶり・わかめの酢の物J  
調理実習2「並のムニエル・コンソメスープ」  

後  

許鈴音と関わって  VTR視聴・感想文3  
生きる  2．高齢期の心とからだ  

社会と関わって  VTR視聴・感想文 2  
生きる  

子どもと関わって  VTR視聴・感想文6  
生きる  2．精神発達   

期  

25  
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2年目の平成15年度は，三学期制に伴い，年度中に学習   は3人で担当した。しかし，2クラスの授業時間帯が重  

項目別にクラスを入れ替えて授業を行うことはせず，教  なっていたため，調理実習や被服実習の設備の都合上，  

員1人が通年を通して担当することにした（表2）。教員  学習項目の順番を入れ替えて授業を行うことになった。  

〔表2〕  

平成1 5年庚  年間学習指導計画   

教科   家庭 科目  家庭基礎  単位数 2   

選 択 1年 教 材 家庭基礎  （出版社：実教出版）   

担当者 小清水舞子・中村慶子・艮香織 副教材 2001新食品成分表FOODS（出版社：一橋出版）   

学期   単元名または題目   指 導 内 容   指導上の留意点、資料等  予定時数   

1．自分らしく生きる  1．自分をみつめる   青年期の課題を認職させ、実際に  2  
2．発達段階と生活設計   生活設計をたてさせる。  

2．人とかかわって生きる  

（1）家族とかかわって生きる  4  

2．家族と法律  くことの重要性を認磯させる。  

3．労働と生括時間  

ロ  6  

2．心身のゆたかな発達を   福祉について理解させ、子どもを  

3．子どもの生活を知る   産み育てることの意義を考えさ  

4．児童福祉   せる。VTR視聴  
学  2  

2．高齢者の身体と心   者祷祉について理解させ、家庭や  

3．福祉システム   地域、社会の果たす役割が重要で  

（4）社会とかかわって生きる  あることを認識させる。  2  

期  
2．地域福祉  

3．生活をつくる  

（1）衣生活をつくる  1．私たちの衣生活  2  

2．衣腺素材の種類と性能  三原組農の作成・   

3．衣腋の購入と手入れ  

4．衣生活のキ境と資源  
18  

【被風実習】  ◇被服実習  1  

1．基礎縫い  2  

（むボタンつけ⇒提出  四つ穴ボタンをつけることがで    7  

②ミシンの使い方、練習  きるようにする  

2．エプロン製作  

①裁断②縫い代の始末  
2  

③ポケットロの三つ折縫い  

⑥ポケット布に刺繍⑤ボケッ  

トつけ⑥周囲の始末  
⑦テープ・Dかん⑧仕上げ  

学  

（1）消費行動を考える  1．主体的な消費行数  2  

2．消費者の権利と資任   的な知識を習得させるとともに、  

（2）経済的に自立する  3．経済のしくみを知る   2  

期   4．人生設計と経済設計  できるようにさせる。  

5．生活をつくる  6  

（1）住生活をつくる  1．人と住まいのかかわり  

2．生活空間の計画  平面図の読み取り・平面計画の立  

20  
4．住環境と地域環境   

（2）食生活をつくる   1．栄養と食品のかかわり   衣・食・住生活に必要な基本的知  20  

3  

2．食品の選び方と安全   識と技術を習得させ、家族の生活  

3．栄藤所要量と食品摂取のめやす  を健康で安全かつ快敷こ営むこ  
4．食生活の現状と課題   とができるようにする。  

【調理実習1】  実習・ワークシート   

親子どんぶり・すまし汁・わか  

めとしらすの酢の物  

期  
【調理実習2】  

ビーフストロガノフ・フレンチ  
20  

サラダ  
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記述で回答する。  

アンケート調査は男女別・系列別でクロス集計を行った。  

その結果をもとに，生徒の「家庭基礎」に対する学習期  

待を探り，「家庭基礎」の学習内容について検討を行っ  

た。  

しかし，従来4単位で行っていた授業を2単位にする  

ということは，学習内容を半減させなければならない。  

学習指導要領には，基礎的・基本的なものを中心にと記  

されているが，実際の授業では，学習内容をなかなかそ  

ぎ落とすことができない。その理由として，「家庭基礎  

」は，先述したとおり，ある生徒にとっては専門教科の  

土台となる科目であり，また他の生徒にとっては一生涯  

で最後に学ぶ家庭科の科目であり，あれもこれも学ばせ  

たいという気持ちを拭えない。だが一方で，どんなに教  

える側が意気込んで授業に臨んでも，授業時間数が少な  

いため，結果として，どの学習項目も駆け足でこなすこ  

とになり，学習内容がどれだけ生徒の身についたのかは  

疑問である。教える側としても，年間指導計画の内容を  

こなすのに精一杯で，じっくりと一つテーマを掘り下げ  

ていくことができないジレンマを感じずにはいられず，  

生徒にとっても教員にとっても消化不良の感が否めない。  

したがって，生徒に家庭科の楽しさを感じさせ，生涯で  

最後になるかもしれない家庭科の授業を，もっと生徒の  

心に残るものにしたいと考える。   

そこで本研究では，生徒が「家庭基礎」に何を求めて  

いるのか，生徒の家庭科の学習に対する期待を明らかに  

し，「家庭基礎」の学習内容を検討する。また，本校の  

特色として，本来「家庭基礎」では扱われていない被服  

実習をどのように扱っていけばよいか検討することを目  

的とする。  

3．研究結果および考察   

平成16年3月上旬に1年次生4クラス計158名（男子  

64名・女子94名）を対象にアンケートを実施した。有効  

回答数は146名（男子57名・女子89名）で，回収率は  

92．4％であった。調査対象者の内訳については，表3に  

示したとおりである。  

以下，アンケート項目にそって，男女別・系列別に結果  

をみていく。   

〔表3〕 調査対象者  

系  列   男子  女子  合計   

生物・資源環境科学   18   17   35   

工学システム・情報科学   26   5   31   

生活・人間科学   7  57   64   

人文社会・コミュニケーション   6   10   16   

合  計   57  89  146   

1）「家庭基礎」の授業を楽しく受けることができたか   

表4に示すように，全体では114名（78％）の生徒が  

「楽しく受けることができた」と答えた。男女の内訳を  

みると，「楽しく授業を受けることができた」と答えた  

のは，男子36名（63％），女子78名（88％）で，女子の方が多  

かった。また系列別でみると，人文。社会系列（100％），  

生活・人間系列（81％），生物。環境系列（71％），工学  

・情報系列（67％）の順に，楽しんで授業を受けた生徒が  

多かった。  

2．研究方法   

生徒が「家庭基礎」に何を求めているのか，生徒の家  

庭科の学習に対する期待を探るため，平成15年度入学の  

1年次全員にアンケート調査を実施した。実施時期は「  

家庭基礎」履修後の平成16年3月で，調査項目はつぎの  

とおりである。  

1）「家庭基礎」の授業を楽しく受けることができたか。  

2）授業項目（自分とは何か・家族・保育・高齢者・栄  

養と食品・調理実習こ被服材料・被服実習・住居・消費  

経済・資源と環境）について，①学んでよかったと思う  

項目，②あまり必要ではないと思う項目，③もっと学び  

たいと思う項臥 ④高校生に役立つと思う項目，⑤将来，  

役に立つと思う項目を，それぞれ3項目ずつ選択する。  

3）「家庭基礎」の授業について，①自分の今の生活に  

役立つと思うか，②将来の生活に役立つと思うか，③被  

服実習のエプロン教材はよかったか，④調理実習の献立  

はよかったか，⑤授業時間数はよかったか，それぞれ選  

択肢から選んで回答し，⑥その他，要望や感想など自由  

〔表4〕「家庭基礎」の授業を楽しく受けることができたか  

：いいノL  …はい  
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2）授業項目について  

①学んでよかったと思う項目   

生徒が学んでよかったと答えた上位5項目（表5）は，  

「調理実習（41％）」「保育（26％）」「被服実習（22射」  

「消費生活（20％）」「栄養と食品（16％）」であった。男  

子で第5位に「自分とは何か」の項目が入った以外は，  

とくに男女の差は見られなかった。男女ともに「調理実  

習」「被服実習」の項目について学習の満足度が高いと  

いえる。   

系列でみると，「調理実習」はどの系列でも第1位に  

あがり，第2位と第3位の項目は，生物・環境系列では  

「資源と環境」「消費生活」，工学・情報系列では「保  

育」「消費生活」，生活・人間系列では「保育」「被服  

実習」，人文・社会系列では「自分とは何か」－「被服  

実習」の順であった。生物・環境系列では第4位に「栄  

養と食品」があがり，「被服実習」よりも環境や食につ  

いての関心が高いことがうかがえた。   

〔表5〕学んでよかったと思う項目  

であまり必要ではないという学習項削こあがっていた。  

人文・社会系列では「資源と環境」「被服実習」が上位  

であり，資源や環境に関する学習の必要性が認められて  

いなかった。  

③もっ 

全体で，もっと学びたいと思う項目（表7）は「調理  

実習（38％）」「保育（28％）」「被服実習（19％）」「栄養  

と食品（18％）」「消費生活（16％）」であった。男女別で  

は，男子ほ「調理実習（98％）」「保育（77％）」「栄養と  

食品（54％）」，女子では「調理実習（58％）」「保育（38  

％）」「消費生活（30％）」であり，とくに男子の「調理  

実習」への学習期待度が高いことがわかった。また「保  

育」も男女ともに関心が高いといえる。   

系列では，工学・情報系列で「資源と環境・消費生  

活」が策1位であったが，他の系列はすぺて「調理実  

習」がもっと学びたい学習項目の第1位であった。第2  

位以下をみると，生物・資源系列は「資源と環境・消費  

生活」「保育」，工学・情報系列では「調理実習・栄養  

と食品」「保育」，生活・人間系列では「保育」「被  

服実習」，人文・社会系列では「保育」・「住居」「被  

服実習」・「資源と環境」の噸であった。ここでも系列  

の特徴がよくあらわれているといえる。   

〔表7〕もっと学びたい項目  

倉針  

生物栗源・環境科学  

工学システム・欄雑科学  

生活・人間科学  

人文社食・コミュニケーション  

②あまり必要ではないと思う項目   

生徒があまり必要ではないと思う項目（表6）をあげ  

ると，「自分とは何か（35％）」「住居（27％）」「家族  

（23％）」「被服材料・環境と資源（18％）」であった。こ  

こでは，とくに男女差は認められなかった。   

系列では，生物・環境系列，生活・人間系列では全体  

と同じ傾向がみられた。工学・情報系列では「自分とは  

何か」「被服材料」「被服実習」の3つが同位   

〔表6〕あまり必要でないと思う項目  

④高校生に役立つと思う項目  

表8に示すように，全体では「調理実習（33％）」「自  

分とは何か（28％）」「消費生活（23％）」「栄養と食品  

（16％）」「被服実習（15％）」であった。「自分とは何か」  

の学習項目はあまり必要でほないと思う項目の上位にあ  

がっていたが，役立つと認識されているというおもしろ  

い結果になっている。「自分とは何か」という学習項目  

は，生活には直接的に結びつかないが，自分の生き方・  

進路を考える上では，高校生のいまの時期に役立つとい  

うことだと解釈される。また「必要」と「役立つ」とい  

う言葉のニュアンスの違いが，回答する生徒たちにどう  

受け取られたのか，質問項目の設定について再検討が必  

要であるといえる。  
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系列ごとの特徴をみると，生物。環境系列では「調  

理実習」「消費生活」「保育」，人文。社会系列では  

「調理実習」「消費生活」・「住居」「家族」がそれぞ  

れ上位であった。「家族」の学習項目はあまり必要では  

ない項目にあがっていたが，人文。社会系列では将来に  

役立つ項目として考えている生徒がいることがわかった。  

3）「家庭基礎」の授業について  

①自分の今の生活に役立つと思うか   

「今の生活に役立つ」と答えた生徒は全体で113名（75  

％），男子は36名（64％L 女子は72名（81％）であった（表  

10）。系列では，生活・人間系列（89％）人文・社会系列  

（88％）生物・環境系列（61％）工学・情報系列（59％）の順  

であった。ほぼ3分の2以上の生徒が，「家庭基礎」の  

授業を，いまの自分の生活に役立つ科目としてとらえて  

いることがわかった。  

〔表10〕自分の今の生活に役立つと思う  

ここでは男女の違いはとくにみられなかった。系列別  

にみると，生物。韓境系列では「調理実習」「自分とは  

何か」・「消費生活」・「被服実習」，工学・情報系列では  

「自分とは何か」「調理実習」「栄養と食品」・「消費  

生活」，生活・人間系列では「調理実習」「自分とは  

何か」「消費生活」，人文・社会系列では「自分とは何  

か」「調理実習」「保育」の順に多かった。  

〔表8〕高校生に役立つと思う項目  

分封  

′描摘礪・環境科学  

「やシステム・情報相■串  

′ヒ洒・人間科学  

人文社会・コミこl＿ニケ・シー丁ン  

⑤将来，役に立つと患う項目   

全体として，将来，役立つと思う項目（表9）をみる  

と，「調理実習（34％）」「消費生活（31％）」「保育（28％）」「高  

齢者」・「栄養と食品（16％）」「住居（14％）」の順であった。  

「高齢者」の学習項目は，これまでの問いには取り上げ  

られていなかったが，将来にとって学習の必要性を感じ  

ているといえる。また「住居」についても同様に，いま  

現在の生活には学習は必要ないと感じているが，将来的  

には学びたい項目としてとらえられていた。   

男女の内訳をみると，男子では「調理実習（84％）」  

「消費生活（81％）」「保育（60％）」「高齢者（46％）」  

「住居（42％）」の順に，女子では「調理実習（58％）」  

「消費生活（54％）」「保育（49％）」「栄養と食品（29％）」  

「高・齢者（26％）」の順に多かった。「高齢者」「住居J  

については女子よりも男子の方が将来役立つと考えてい  

ることがわかった。   

〔表9〕将来、役に立つと思う項目  

（訓専来の生活に役立つと思うか   

「将来の生活に役立つ」と答えた生徒は全体で140名  

（93％）おり，9割以上の生徒が将来の生活に役立つ科目  

として「家庭基礎」をとらえていることがわかった。そ  

のうち男子は51名（91％），女子は83名（94％）であった。  

系列ごとにみると，生活・人間系列，人文・社会系列で  

Iま全員が，生物・環境系列（86％）工学・情報系列（84％）  

で，どの系列も8割以上の生徒が将来，役立つと認識し  

ているといえる。  

③被服実習のエプロン教材について   

平成15年度の被服実習は，前年度に引き続き教材会社  

のエプロン製作キットを使用した。裁断・縫製する箇所  

がすでに印字されている布（淡い黄色の無地のもの）  

・糸・綿テープ・ボビン等がセットになっている。標準  

製作時間は6時間である。本校では，コンピュータミシ  

ンが一人1台完備されていることから，生徒のオリジナ  

リティが出せるように，主にポケット部分にミシン刺繍  

を取り入れている。ミシン刺繍では図柄の他，自分の名  

前を縫いつけることにしている。   

ミシン刺繍は生徒が楽しみにしているが，ミシン刺繍  

が映える布地を選択するとなると布が限定されるため，  

合計  

生物饗源・環境科学  

工学システム・憫報科学  

生活・入関科学  

人文社会・コミュニケー→ション  
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⑥その他，要望や感想など自由記述   

生徒の自由記述をいくつかあげると，以下のとおりで  

ある。  

「家庭基礎はとてもためになった。料理とかはもっとや  

った方がよい。2回は少ない。将来一人暮らしをしても  

料理のことは役立つと患う（男子）」  

「やっている授業のほとんどが将来に役立つことばかり  

でとても興味のある内容だったのでよかった。中でも一  

番思い出深いのはお腹の赤ちやんが産まれるまでのビデ  

オをみたこと。産まれる前から音楽を聴かせたり，話し  

かけたり，環境を整えたりすることに意味があると知っ  

たときは感動した。ビデオ以外にもこの一年間で学んだ  

ことはこれから大人になるにつれて必要になることばか  

りだったと思う（女子）」   

全体としてみると，調理実習の回数が少ないことを指  

摘するものが多かった。また諦義を聞いて，自分の生活  

を見直そうと思った生徒や，2年次から始まる系列科目  

に対して思いを新たにした生徒もいた。  

生徒の希望にそった色。素材・デザインのものを用意す  

ることは難しいと思われる。   

今回のアンケート調査でも，「よかった」と答えたの  

はほぼ6割の生徒であった。男女差や系列による差異は  

とくにみられなかった。実習題材について，「自分で布  

を選びたかった」「型紙の作成など中学校でできなかた  

ことをしたかった」「エプロン以外のものがよい」など  

の意見もあり，今後再検討が必要であるといえる。  

④調理実習の献立について   

平成15年度は，年度中の授業変更等で年間指導計画通  

りに授業が進まず，結果として調理実習は2回行った。  

第1回目の軌立は「三色どんぶり・すまし汁」，第2回  

目が「フレンチトースト・紅茶・うさぎりんご」であっ  

た。第1回目は，日本食を作るというテーマで，だしを  

とること，ご飯を炊くこと，肉。卵の加熱調理，野菜を  

ゆでるといった，ごく基本的な技能を身につけることを  

目的としている。第2回目の実習は，保育の学習を受け  

て幼児食がテーマである。うさぎりんごは「切る」とい  

う包丁の技術の向上もねらって設定した。   

アンケート調査では被服実習と同じく，ほぼ6割の生  

徒が「よかった」と答えるにとどまった。この原因とし  

ては，調理実習に対する学習期待が高いにもかかわらず，  

実習が2回しかできなかったこと，また献立の設定が生  

徒の好みや期待に対応していなかったことなどが考えら  

れる。  

⑤授業時間数について   

2単位で行われている「家庭基礎」の授業について，  

「ちょうどよい」と回答した生徒は80％，ついで「少な  

い」が11％，「多い」が9％であった（表11）。  

系列でみると「工学・情報系列」の生徒に「授業時間が  

多い」と回答した生徒が22％だった。学習項目が多いわ  

りに，授業時間数が少なく，教える側としては物足りな  

さを感じずにはいられない。生徒にとっては約8割の生  

徒がちょうどよいと感じ，約1割の生徒が少ないと感じ  

ていることがわかった。  

4．まとめと今後の課題   

本研究では，本校の特色を生かした「家庭基礎」の学  

習内容を構築することを目的として，生徒が「家庭基礎」  

に何を求めているのか，生徒の家庭科の学習に対する期  

待を明らかにするためアンケート調査を行い，分析結果  

から学習内容を検討した。その結果，以下のことが明ら  

かになった。  

1）「家庭基礎」の授業について，約8割の生徒が，楽  

しんで授業を受けたことがわかった。また，約7割  

の生徒が「家庭基礎」は「現在の生活に役立つ」と  

答えており，約9割の生徒が「将来の生活にも役立  

つ」ととらえていることがわかった。  

2）学習項目別にみると，「学んでよかった項目」とし  

ては「調理実習」が最も多く，ついで「保育」，  

「被服実習」「消費生活」「栄養と食品」の順で  

あった。  

3）逆に「あまり必要ではないと思う学習項目」として   

「自分とは何か」「住居」「家族」「資源と環境」  

があがった。  

4）「もっと学びたい学習項凱は「調理実習」が最も  

多く，ついで「保育」「被服実習」「栄養と食品」  

「消費生活」の頗であった。とくに男子の「調理実  

習」への学習期待度が高いことがわかった。  

5）「高校生に役立つ項目」は「調理実習」「自分とは  

何か」「消費生活」「栄養と食品」「被服実習」の  

〔表11〕授共時間数について  

i少ない  …ちょうどよい  

一▼一 ■－－■一－ －ナー■一－■J  
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今後の課題として，以下の2つがあげられる。   

第一に実習題材の精選である。実習を伴う授業に対し  

て生徒の関心は高いが，他の学習項目とのバランスを考  

えると年間の実習実施回数には限りがある。生徒の期待  

を裏切らず，生徒の学習に有効な題材設定が必要である。  

生徒の生活実態を踏まえた上で，生徒のいまの生活およ  

び将来の生活にも役立つ学習内容にしていかなければな  

らないといえる。   

第二に，授業における実習の位置づけである。実習で  

行う実践と理論を結び付けていけるように授業の改善が  

必要であると考える。これまで「家庭基礎」の授業形態  

は，理論を学習した後で実習を行うというスタイルをと  

ってきた。その場合，実習は理論の総体性として位置づ  

けられている。しかし，実習に対して学習意欲が高いこ  

とから，まず実習から入り，実習で得た体験をもとに，  

その後の理論の学習に結び付けていくことも可能ではな  

いかと思われる。体験のなかから湧き出てきた疑問を，  

講義で学習しながら解決していくという授業の展開につ  

いて，今後，検討していきたい。  

順に多くあがった。  

6）「将来に役立つ学習項目」としては，「調理実習」   

「消費生活」「保育」「高齢者」「栄養と食品」   

「住居」の順にあげられた。高齢社会を受けて「高  

齢者」に関する分野や，一人暮らしや自立を目指し  

た「住居」に関する分野など，いまはあまり必要で  

はないが，将来的にみるとこれらの学習の必要性を  

感じていることがわかった。  

7）実習教材については，被服実習のエプロン製作，調   

理実習献立ともに，「よかった」と答えたのは約6   

割の生徒であり，「指定の布がよくない」「エプロ  

ンはこれで3回目」など生徒の満足度は低かった。  

今後，再考する必要があるといえる。   

学習項目についてまとめると，「調理実習」に対して  

学習期待がもっとも高いことがわかった。いまの自分の  

生活に必要で，将来的にも役立つと答えた生徒が多かっ  

た。また「消費生活」はほとんどの項目の上位にあが  

り，生徒の関心の高さをうかがえた。「高齢者」「住  

居」は，将来，役立つ学習項目としてとらえていた。「自  

分とは何か」「保育」「被服実習」「資源と環境」は系  

列によってとらえかたが速い，学習の必要性や期待度に  

差がみられた。   

以上より，本校の生徒の実態から「家庭基礎」の学習  

内容を検討すると，「実習」に学習期待が高いことから，  

実習教材を柱として学習を進めることが効果的ではない  

かと思われる。生徒自身が必要性を感じ，また学びたい  

と考えている「調理実習」は，15年度は授業時間の関係  

で十分に行うことができず，生徒にとっては期待はずれ  

に終わってしまった感がある。「食」は生きる源であり，  

他の学習項目に結び付けていくことも可能な学習項目で  

ある。生徒の学ぶ意欲を「家庭基礎」全体の授業につな  

げていくためにも「調理実習」の学習のあり方を検討し  

たい。また本校の特色として，本来イ家庭基礎」では扱  

われていない被服実習についても，生徒の期待が高いこ  

とから年間指導計画に取り入れ，講義部分とリンクさせ  

て授業を行っていきたい。   

そこで「家庭基礎」の年間指導計画の立案するにあた  

り，生徒の関心の高かった「消費生活」を年間の学習テ  

ーマに取り上げたい。私たちの暮らしは日々，消費行動  

の繰り返しである。家庭科の学習を通して，自分のライ  

フスタイルを見直し，消費生活のあり方を考えさせるこ  

とは必要であると考える。したがって，消費者としての  

意識の形成を核に，「ライフスタイルを決めるのは自分」  

というテーマで年間指導計画（表12）を立案した。  
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〔表12〕  

平成1 6年度  年間学習指導計画   

教科   家庭 科目  家庭基礎   単位数2   

選 択 1年 教 材 家庭基礎  （出版社：東京善籍）   

担当者 小清水貴子・長春織・竿津野花陽 副教材 高校生のための生活学 （出版社：大修館書店）   

学期  単元名または層目   指 導 内 容   指導上の留意点、資料等   予定時数   

1．自分をみつめる  2  

2．自分らしく生きる  

2．家庭の経済と消費  ◇「ライフスタイルを決めるのは自   8  

①経済的価値観 ②収入と支出   分」という視点をもって学習に取  

③税金と生活保障   り組ませる。  

2．購入の意思決定  ◇資料集の活用  

①契約と解約②クレジット  

③消費者金融と多重債務  

3．消費者として暮らす  

①消費者間席②消費者保護基本法  
③グリーンコンシューマー  

3．住生活の管理と健康  4  

2．住まいを決める  ◇間取り・平面表示記号  

期  3．住まいの衛生管理  

①ダニニ・カビ②バリアフリー  

4．衣生活の管理と健康   ◇エプロン作りを教材として衣生  4  

①被取気候②TPO③購入方紘  

2．被腋（布）を選ぶ  

①サイズ・形・色・柄②被服材料   18  

3．被服椅成と縫製  ◇被服実習  6  

①裁断（平面構成と立体構成）  

②縫製（縫い方とその理由）  

4．ラベルをつける  ◇洗剤の働き  4  

2  ①組成表示②取り扱い絵表示  

5．手入れと保管  

5．食生活の管理と健康        1．栄発と食事  ◇生徒の生活実感に応じて、食生活    2  

①炭水化物②脂質③たんばく質  

④無機質⑤ビタミン  

2．高校生の食事  2  

①献立の組み合わせ②栄養所要丑  

3．レシピを読み解く  8  

期  ①食材の購入（食品添加物）  

②調理器具・手腑  

③食材の取り扱い（食品衛生）  

4．自分の食事を用意する   ◇調理実習   22  

6．ともに生きる  1．家族の機能  ◇資料集の活用   6  

2．職業生活の設計  

3  3．パートナーと生きる人生  

4．子どもを育てる人生  

5．地域福祉と参加する福祉  ti 

7．保育と子どもの福祉  

2．子育てと親の役割  

3．子どもの育つ環境  

8．高齢者の生活と福祉  4  

2．高齢者を支えるしくみ  

期  3．これからの高齢社会  2  

9．消費行動と環境  

10．生活設計   自分の人生を創造する   
18  

筑 波 大 学 附 属 坂 戸 高 校   

年間時数     58  

ー83－   


	0074.tif
	0075.tif
	0076.tif
	0077.tif
	0078.tif
	0079.tif
	0080.tif
	0081.tif
	0082.tif

